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三
陸
に
鉄
道
建
設
の
声
が
出

た
の
は
、
明
治
29
年
に
発
生
し

た
明
治
三
陸
大
津
波
。
復
興
や

沿
岸
地
域
の
開
発
な
ど
を
理
由

に
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

順
調
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
日
本
国
有
鉄

道
（
現
在
の
J
R
）
の
経
営
状

況
が
悪
化
。
赤
字
路
線
の
廃
止

が
進
め
ら
れ
、
盛
、
宮
古
、
久

慈
線
の
３
つ
の
路
線
が
廃
止
路

線
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
県
と

関
係
市
町
村
が
協
議
し
た
結
果
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
会
社
を
設
立

し
、
鉄
道
を
継
続
す
る
方
針
を

決
定
。
昭
和
56
年
11
月
に
三
陸

鉄
道
株
式
会
社
が
発
足
し
、
未

開
通
区
間
の
整
備
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
59
年
４
月
１
日
、
盛
―

釜
石
を
つ
な
ぐ
南
リ
ア
ス
線

（
36
・
６
㌔
）、
宮
古
―
久
慈
を

つ
な
ぐ
北
リ
ア
ス
線
（
71
・
０

㌔
）
の
２
つ
の
路
線
を
持
つ
鉄

道
会
社
と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

開
業
初
日
は
、
久
慈
、
宮
古
、

釜
石
、
盛
の
各
駅
で
出
発
式
が

行
わ
れ
、
１
日
で
約
１
万
３
千

人
が
乗
車
し
ま
し
た
。
開
業
し

た
昭
和
59
年
度
の
乗
車
人
員
は

約
２
６
８
万
人
に
上
り
ま
す
。

　

開
業
か
ら
10
年
は
黒
字
経
営

が
続
き
ま
し
た
が
、
沿
岸
地
域

の
人
口
減
少
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
普
及
な
ど
も
影
響
し
、

利
用
者
は
徐
々
に
減
少
。
令
和

４
年
度
乗
車
人
員
は
61
万
人
と
、

初
年
度
の
４
分
の
１
以
下
に

減
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
日

本
大
震
災
が
発
生
。
線
路
や
駅

舎
の
流
失
な
ど
、
被
災
カ
所
は

３
１
７
カ
所
に
上
り
、
三
陸
鉄

道
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
社
員
は
限
ら
れ
た
人
員

の
中
で
作
業
、
安
全
確
認
を
行

い
、
震
災
か
ら
５
日
後
の
３
月

16
日
に
は
陸
中
野
田
―
久
慈
間

の
運
行
を
再
開
。
災
害
復
興
支

援
列
車
と
し
て
３
月
中
は
無
料

で
運
行
さ
れ
、
被
災
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
足
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
、県
、市
町
村
や
ク
ウ
ェ
ー

ト
国
な
ど
国
内
外
か
ら
の
支
援

に
よ
り
、
復
旧
工
事
が
進
め
ら

れ
、
平
成
26
年
４
月
、
震
災
か

ら
約
３
年
ぶ
り
に
全
線
運
行
再

開
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

三
陸
鉄
道
は
、
令
和
６
年
４

月
１
日
に
開
業
40
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。「
三
鉄
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
、
昭
和
59
年
４
月
１

日
の
開
業
か
ら
三
陸
沿
岸
地
域

の
住
民
の
通
勤
・
通
学
や
買
い

物
の
足
と
し
て
、
観
光
の
手
段

と
し
て
三
陸
沿
岸
地
域
を
つ
な

い
で
き
ま
し
た
。

　

三
陸
鉄
道
の
こ
れ
ま
で
の
歩

み
を
振
り
返
り
ま
す
。

誕
生
ま
で
の
歩
み

三
陸
鉄
道
開
業

東
日
本
大
震
災
が
発
生

久慈駅で行われた北リアス線の出発式

橋が落ち、線路が分断（旧島越駅）運転を再開した三陸鉄道（田老駅周辺） トンネルへ続く線路が分断（旧島越駅）


